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根拠に基づいた指導を目指した
簡易なアセスメントツールの開発

令和２年度
刈谷市立刈谷特別支援学校実践研究協議会 第1分科会

根拠に基づいた指導とは

根 拠 学習指導要領

教育の理念の実現に向けて必要となる
教育課程の基準を大綱的に定めるもの

特別支援学校における児童生徒の指導

個に応じた指導

個別の教育
支援計画

個別の
指導計画

学習指導要領など
根拠に基づく

教員の経験や勘に
よって行われている

現状

これまでの取組

それまでの学習の踏襲に陥りやすい

個別の指導計画・学習指導案・授業案に

学習指導要領で示される段階を明記

学習の系統性・連続性、段階間の接続まで
意識することは難しい

実際は…

一人一人の教育的ニーズに応じた指導・支援

学校教育目標

何を
どのように
学ぶか

学習指導要領に示される各教科等の目標・内容等

指導内容の選択

指導内容の組織

アセスメントツールの開発

「学習の内容段階表」の作成

児童生徒の学習状況が

確認できる

学習指導要領に示される

目標・内容が一目でわかる
学校として
指導すべき
内容を明確
にする。
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段階

学習指導要領

知的障害者である
児童生徒を教育

する特別支援学校
小 学 校

６ 高等部１・２段階 ―

５ 中学部２段階 ―

４ 中学部１段階 ３・４年

３ 小学部３段階 １・２年

２ 小学部２段階 ―

１ 小学部１段階 ―

前 小学部１段階前

「学習の内容段階表」の構成例

卒業時点で
何ができるように
なっているとよいか

関連性・発展性を
もたせる

どのような力が身につ
けば、各教科の1段階に
つながるのか

「学習の内容段階表」の構成

12年間の学校生活

それまでの
学習を継承し
積み上げていく

卒業までに育成を
目指す資質・能力に
重点を置く

自
立
活
動

6
区
分
27
項
目

児
童
生
徒
の
実
態

前 １ ２ ３ ４ ５ ６

「学習の内容段階表」の活用

・ 一人でできる

・ ある条件でできる

・ 学習していない

令和（　　　　２　　　　）年度

前 1 2 3 4 5 6

・幼稚部教育要領
・自立活動学習指導要領

・知的障害者である児童生徒を教育する特別
支援学校　小学部１段階

・知的障害者である児童生徒を教育する特別
支援学校　小学部２段階

・知的障害者である児童生徒を教育する特別
支援学校　小学部３段階

・知的障害者である児童生徒を教育する特別
支援学校　中学部１段階
・小学校第１・２学年

・知的障害者である児童生徒を教育する特別
支援学校　中学部２段階
・小学校第３・４学年

・知的障害者である児童生徒を教育する特別
支援学校　高等部１・２段階

1 健康の保持
・援助などを受けて、不適切な筋緊張が出に
くい姿勢をとる。

・具体物に気付いて指を差したり、つかもうと
したり、目で追ったりする。

・ものとものとを対応させることによって、も
のの個数を比べ、同等・多少が分かる。

・100 までの数について、数詞を唱えたり、
個数を数えたり書き表したり、数の大小を比
べたり、数の系列を理解したりする。

・乗法が用いられる場合や意味について知
る。

・１位数と１位数との乗法の計算ができ、それ
を適切に用いる。

・レシートを読み取ったり、生活費を考えて計
算したりする。

①生活のリズムや生活習
慣の形成

・いろいろな光や音に気付く。 ・ものの有無に気付く。 ・ものの集まりや数詞と対応して数字が分か
る。

・数える対象を２ずつや５ずつのまとまりで数
える。

・乗法が用いられる場面を式に表したり、式を
読み取ったりする。

・交換法則や分配法則といった乗法に関して
成り立つ性質を理解する。

・電子計算機を使って消費税や割引の計算を
して、日常生活に生かす。

②病気の状態の理解と生
活管理

・自分以外の人や物に気付く。 ・目の前で隠されたものを探したり、身近にあ
るものや人の名を聞いて指を差したりする。

・個数を正しく数える。 ・数を 10 のまとまりとして数えたり、10 の
まとまりと端数に分けて数えたり書き表した
りする。

・乗法に関して成り立つ簡単な性質について
理解する。

・除法が用いられる場合や意味について理解
する。

・表計算ソフトで目的に応じた簡単な表を作
る。

③身体各部の状態の理解
と養護

・人や物を注視する。 ・ものとものとを対応させる。 ・二つの数を比べて数の大小が分かる。 ・具体物を分配したり等分したりする。 ・乗法九九について知り、１位数と１位数との
乗法の計算をする。

・除法と乗法との関係について理解する。 ・表計算ソフトで簡単な関数を使う。

④障害の特性の理解と生
活環境の調整

・分割した絵カードや関連の深い絵カードを組
み合わせる。

・数の系列が分かり、順序や位置を表すのに
数を用いる。

・加法が用いられる合併や増加等の場合につ
いて理解する。

・電子計算機やタブレット端末のアプリを使っ
て加減の計算をする。

・余りについて知り、余りの求め方が分かる。

⑤健康状態の維持・改善
・ものの属性に注目し、仲間であることを判断
したり、表現したりする。

・０の意味について分かる。 ・１位数と２位数との和が 20 までの加法の計
算をする。

・端数部分の大きさを表すのに小数を用いる
ことを知る。

2 心理的な安定
・目の前のものを、１個、２個、たくさんで表
す。

・10 の補数が分かる。 ・減法が用いられる求残や減少等の場合につ
いて理解する。

・１／１０の位までの小数の仕組みや表し方に
ついて理解する。

①情緒の安定
・５までの数唱をする。 ・20 までの数の範囲で減法の計算をする。 ・四捨五入、切り捨て、切り上げの意味を理解

する。

②状況の理解と変化への
対応

③障害による学習上また
は生活上の困難を改善･
克服する意欲

・援助などを受けて、不適切な筋緊張が出に
くい姿勢をとる。

・３までの範囲で具体物を取る。 ・ものを色や形、大きさ、目的、用途及び機能
に着目し、共通点や相違点について考えて、
分類する。

・ものの形に着目し、身の回りにあるものの特
徴を捉える。

・直線について知る。 ・基本的な図形と関連して角について知る。 ・立方体、直方体について知る。

３ 人間関係の形成
・自分以外の人や物に気付く。 ・形や色、位置が変わっても、数は変わらない

ことについて気付く。
・身の回りにあるものの形に関心をもち、丸や
三角、四角という名称を知る。

・具体物を用いて形を作ったり分解したりす
る。

・三角形や四角形について知る。 ・直線の平行や垂直の関係について理解す
る。

・直方体に関連して、直線や平面の平行や垂
直の関係を理解する。

①他者とのかかわりの基
礎

・人が触れていることに気付く。 ・具体物に注目して指を差したり、つかもうと
したり、目で追ったりする。

・縦や横の線、十字、△や□ をかく。 ・前後、左右、上下など方向や位置に関する言
葉を用いて、ものの位置を表す。

・正方形、長方形及び直角三角形について知
る。

・円について、中心、半径及び直径を知る。ま
た、円に関連して、球についても直径などを
知る。

②他者の意図や感情の理
解

・身体の傾きや動きの方向に気付く。 ・形を類似点や相違点によって区別する。 ・身の回りにあるものの形に関心を向け、丸や
三角、四角を考えながら分けたり、集めたりす
る。

・身の回りにあるものから、いろいろな形を見
付けたり、具体物を用いて形を作ったり分解
したりする。

・直角、頂点、辺及び面という用語を用いて図
形の性質を表現する。

③自己の理解と行動の調
整

・形が同じものを選ぶ。 ・身の回りにあるものの形を図形として捉え
る。

・基本的な図形が分かり、その図形をかいた
り、簡単な図表を作ったりする。

④集団への参加の基礎
・直接触れたり、いろいろな方向から見たりし
て、似ている二つのものを結び付ける。

・身の回りにあるものの形の観察などをして、
ものの形を認識したり、形の特徴を捉えたり
する。

・正方形及び長方形の面積の求め方について
知る。

４ 環境の把握
・関連の深い一対のものや絵カードを組み合
わせる。

・傾斜をつくると角ができることを理解する。 ・面積の単位に着目し、図形の面積について、
求め方を考えたり、計算して表したりする。

①保有する感覚の活用
・同じもの同士の集合づくりをする。 ・傾斜が変化したときの斜面と底面の作り出

す開き具合について、大きい・小さいと表現
する。

・角の大きさの単位（度（ °））について知り、測
定の意味について理解する。

②感覚や認知の特性への
対応

・ものの属性に着目し、様々な情報から同質な
ものや類似したものに気付く。

③感覚の補助及び代行手
段の活用

④感覚と総合的に活用し
た周囲の状況の把握

・援助などを受けて、不適切な筋緊張が出に
くい姿勢をとる。

・視覚の感覚によって、大きい、多いを判断す
る。

・長さ、重さ、高さ及び広さなどの量の大きさ
が分かる。

・長さ、広さ、かさなどの量を直接比べる方法
について理解し、比較する。

・長さの単位［ミリメートル（mm）、センチメー
トル（cm）、メートル（m）、キロメートル（km）］
や重さの単位［グラム（g）、キログラム（kg）］
について知り、測定の意味を理解する。

・データを日時や場所などの観点から分類及
び整理し、表や棒グラフで表したり、読んだり
する。

・表計算ソフトで目的に応じた簡単なグラフ
を作成する。

⑤認知や行動の手掛かり
となる概念の形成

・身体の傾きや動きの方向に気付く。 ・大きさや長さなどを、基準に対して同じか
違うかによって区別する。

・二つの量の大きさについて、一方を基準に
して相対的に比べる。

・身の回りにあるものの大きさを単位として、
その幾つ分かで大きさを比較する。

・かさの単位［ミリリットル（mL）、リットル
（L）］について知り、測定の意味を理解する。

・データを二つの観点から分類及び整理し、折
れ線グラフで表したり、読み取ったりする。

・様々な表やグラフから、情報を読み取る。

５ 身体の動き

・いくつかの物の中から、特定の物に注意を
向ける。

・身の回りの具体物の２つの量をある・ない、
大きい・小さい、多い・少ない、などの用語に
注目して表現する。

・長い・短い、重い・軽い、高い・低い及び広
い・狭いなどの用語が分かる。

・身の回りのものの長さ、広さ及びかさにつ
いて、その単位に着目して大小を比較したり、
表現したりする。

・長さ、重さ及びかさについて、およその見当
を付け、単位を選択したり、計器を用いて測定
したりする。

・表や棒グラフ、折れ線グラフの意味やその用
い方を理解する。

・カレンダーやスケジュールアプリを使って予
定の調整や管理をする。

①姿勢と運動･動作の基本
的技能

・長さ、重さ、高さ及び広さなどの量を、一方
を基準にして比べることに関心をもったり、
量の大きさを用語を用いて表現したりする。

・日常生活の中で時刻を読む。 ・身の回りのものの特徴に着目し、目的に適し
た単位で量の大きさを表現したり、比べたり
する。

・身の回りの事象に関するデータを整理する観
点に着目し、表や棒グラフを用いながら、読み
取ったり、考察したり、結論を表現したりする。

・時間と時刻の計算ができ、旅行計画等を立
てる。

②姿勢保持と運動･動作の
補助的手段の活用

・時間の単位（ 日、午前、午後、時、分） につい
て知り、それらの関係を理解する。

・時間の単位（秒） について知る。 ・目的に応じてデータを集めて分類及び整理
し、データの特徴や傾向を見付けて、適切なグ
ラフを用いて表現したり、考察したりする。

③日常生活に必要な基本
動作

・時刻の読み方を日常生活に生かして、時刻
と生活とを結び付けて表現する。

・日常生活に必要な時刻や時間を求める。 ・変化の様子を表や式を用いて表したり、変化
の特徴を読み取ったりする。

④身体の移動能力

・日常生活における数量の関係に着目し、図や
式を用いて、二つの数量の関係を考察する。

⑤作業に必要な動作と円
滑な遂行

６ コミュニケーション

・援助などを受けて、不適切な筋緊張が出に
くい姿勢をとる。

・身近なものの色や形、大きさ、目的及び用途
等の共通点や相違点を考えながら、分類す
る。

・ものとものとの対応やものの個数について、
簡単な絵や図に表して整理したり、それらを
読んだりする。

①コミュニケーションの基
礎的能力

・自分以外の人や物に気付く。 ・ものとものとを対応させることによって、も
のの同等や多少が分かる。

・身の回りにあるデータを簡単な記号に置き
換えて表し、比較して読み取る。

②言語の受容と表出
・周囲の音から特定の音に気付く。 ・身の回りにあるものの個数に着目して絵グ

ラフなどに表し、多少を読み取って表現する。
・個数の把握や比較のために簡単な絵や図、
記号に置き換えて簡潔に表現する。

③言語の形成と活用

・簡単な表で使用する○×の記号の意味が分
かる。

④コミュニケーション手段
の選択と活用

・身の回りの出来事を捉え、 ○×を用いた簡
単な表で表現する。

⑤状況に応じたコミュニ
ケーション

測
定

測
定
・
変
化
と
関
係
・
デ
ー

タ
の
活
用

デ
ー

タ
の
活
用

　線の引き方　　　①一人でできる・・・ピンク色　　　②ある条件であれば、できる・・・青色　　　③できない、取り組んでいない・・・なし

R2.6.1

・教科書を使用することにややこだわりがあるか。質

問に対して、「教科書には書いてあった」という返答

が多い。

・既習事項について記憶が断片的であり、学習内

容のつながりや結びつきがほとんど意識できてい

ない。

・時刻を読んだり、時間を計算したりすることはでき

る。

Ｒ２．10

定規など、道具を使って作図することや位置を把握

することなどは難しい。

Ｒ２．１２｡21

定規など計測の道具は何度も繰り返し学習すると、

使い慣れて正確にできるようになってきた。

数
量
の
基
礎
・
数
と
計
算

数
量
の
基
礎
・
数
と
計
算

図
形

図
形

・図形を構成する要素に着目して、立体図形の
平面上の表現や構成を考えたり、図形の性質
を見いだしたりする。

・面積の単位［平方センチメートル（㎠）、平方
メートル（㎡）、平方キロメートル（㎢）］につい
て知り、測定の意味について理解する。

学習の内容段階表【算数・数学】 対象児童生徒名(           ○○　○○           )   担当者名（　　　　　○○　○○　　　　　　）

自立活動 実態
領
域

領
域

課題となる内容が分かり
やすい。

※条件は実態欄や個別
の指導計画に記載

令和元年度の取組

国語、算数・数学の「学習の内容段階表」の作成

児童生徒の学習状況や定着度をチェック

活用方法等の意見や感想を集約

児童生徒の学習状況 ＜国語（令和元年度）＞

担任がチェックした段階
（令和元年１２月）

54%

19%

15%

12%

前段階 1段階 2段階 ３段階以上

19%

50%

19%

12%

実際に学習した段階
（令和２年３月） •担任がチェックした実態は、前段階が多いが、

実際に学習に取り組んだ内容を見ると、１段階
が多い。

•２段階であるとチェックしている児童生徒の一
部は１段階の内容の学習をしている。

＜国語＞令和元年度
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69%

15%

4%
12%

前段階 1段階 2段階 ３段階以上

31%

54%

4%

11%

児童生徒の学習状況＜算数・数学（令和元年度）＞

担任がチェックした段階
（令和元年１２月）

実際に学習した段階
（令和２年３月） •国語と比較すると、担任が前段階であると判断

している児童生徒数が多い。それにより、教員
が算数・数学的な内容の学習の難しさを感じて
いることが分かる。

•学習している内容は１段階が多く、実態に合っ
ていない学習をしている可能性がある。

＜算数・数学＞令和元年度

児童生徒の実態と学習内容の段階

•担任がチェックをした実態と実際に取り組んだ
学習の段階に違いが多い。

•児童生徒の実態によることなく、それまでの学
習内容などをもとに教師の感覚で指導計画を
立てている可能性がある。

指導内容の選択が適切に行われていない。

「学習の内容段階表」への意見（令和元年度）

担任のさじ
加減で変わる

障害の重い子に
活用しにくい

教科の系統性
は分かりやすい

学習に見通しが
もてる

教員同士のすり
あわせが必要

どう活用するか
わかりにくい

人によって
評価が変わる

令和元年度「学習の内容段階表」の課題

•担任が主観で児童生徒の学習状況をチェック
するのみになったケースが多かった。

•どう活用するのか、校内で統一できていなかっ
た。

•国語と算数・数学のみでしか「学習の内容段階
表」を作成できなかった。

令和２年度に向けて

「学習の内容段階表」の役割

•教科の系統性・連続性が明らかになる。

12年間を見通した指導につなげられる。

•学習内容を組み立てるとき参考にできる。

話し合う際の共通のツールにできる。
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令和２年度の研究の方針

•全ての教科で「学習の内容段階表」を作成
する。

•「学習の内容段階表」を全職員に周知して、
効果的な活用方法を検討する。

令和２年度の取組

全ての教科の「学習内容段階表」の作成

児童生徒の学習状況や定着度をチェック

活用方法等の意見や感想を集約

活用の促進

話し合いによる

学習状況チェックと学習内容 ＜国語＞

50%

31%

11%

8%

前段階 1段階 2段階 3段階以上

52%
33%

8%
7%

担任がチェックした段階
（令和２年８月）

実際に学習した段階
（令和３年１月） •担任がチェックした実態と、実際に児童生徒が

取り組んだ内容にほとんど違いがなくなった。

•前段階である児童生徒の学習は、手だてで絵
本の読み聞かせを取り入れるなど、１段階の内
容を踏まえて計画されているものも多く見られ
た。

＜国 語＞令和2年度

学習状況チェックと学習内容＜算数・数学＞

63

%

26%

4%
7%

73%

11%

4%

12%

前段階 1段階 2段階 3段階以上

担任がチェックした段階
（令和２年８月）

実際に学習した段階
（令和３年１月） •前段階であるが1段階の内容を学習していた

り、3段階以上であっても前の段階を学習して
いたりすることが分かる。

•前年度に比べ、担任がチェックした実態と、実
際に児童生徒が取り組んだ内容の違いは少な
くなってきている。

＜算数・数学＞令和2年度
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学習状況チェックと学習内容 ＜生活＞

75%

21%

4%

前段階 1段階 2段階 3段階以上

52%

28%

20%

担任がチェックした段階
（令和２年８月）

実際に学習した段階
（令和３年１月） •担任がチェックした実態と、実際に学習してい

る内容の段階と違いが大きい。

＜生 活＞令和2年度

•領域が多岐にわたっているため、単元として取
り上げるときに教科全体に渡らずに一部を学
習することもある。

学習状況チェックと学習内容 ＜音楽＞

36%

36%

20%

8%

前段階 1段階 2段階 3段階以上

41%

22%

30%

7%

担任がチェックした段階
（令和２年８月）

実際に学習した段階
（令和３年１月） •他の教科に比べ、前段階の割合が少なく、１・２

段階を学習する児童生徒が多い。

＜音 楽＞令和2年度

•担任がチェックした実態と、実際に学習してい
る内容の段階に違いが少ない。

学習状況チェックと学習内容＜図工・美術＞

79%

13%

8%

前段階 1段階 2段階 3段階以上

50%

31%

11%

8%

担任がチェックした段階
（令和２年８月）

実際に学習した段階
（令和３年１月）

＜図工・美術＞令和2年度

•担任がチェックした実態と、実際に学習してい
る内容の段階に違いが大きい。

•前段階の児童生徒の多くが、表現の技能にお
いて、実際に素材に触れたり、色を使って線な
どをかいたりする学習（1段階）に取り組んでい
る。
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学習状況チェックと学習内容＜体育・保体＞

71%

21%

8%

前段階 1段階 2段階 3段階以上

69%

15%

8%

8%

担任がチェックした段階
（令和２年８月）

実際に学習した段階
（令和３年１月）

＜体育・保健体育＞令和2年度

•担任がチェックした実態と、実際に学習してい
る内容の段階に違いが少ない。

•他の教科に比べて、前段階の割合が多い。肢体
不自由のある児童生徒にとって、運動の技能に
関する学習は難しい内容が多いと言える。

•保健分野や知識では、次の段階の学習を設定し
ていることがある。

「学習の内容段階表」を活用を通して

•国語と算数・数学については、実態と実際の
学習内容の段階の違いが小さくなった。

•その他の教科では、段階の違いが大きく見
られる。

「学習の内容段階表」により、
学習内容に見通しをもつことができた。

まとめ

見る人によって評価が異なる。

簡易なアセスメントツールとして
「学習の内容段階表」を作成・活用

・チェックすることが負担

・チェックして残すことで満足

指標を共有することにより

チームで子どもを見る

見る人によって評価が異なる。

複数の目で子どもを捉え、話し合うことが大切

学習の内容段階表
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「学習の内容段階表」のメリット

教科の連続性・系統性の整理

•学習指導要領への理解を深める。

•教科間の関連が見やすく、横断的な指導につな
げることができる。

教員間の共通のツール

•話し合いの場面で活用できる。

「子どもを評価する」

指導計画の作成

指導の実施

評 価

目標の設定

子ども

教師

点を結んで線にする

「学習の内容段階表」という共通の指標

子どもに関わる複数の教師の目で評価

何が違うのか、何が最適かを考える

アセスメント 教師が互いに理解し合い
教育に生かす

今後の課題

簡易にまとめたことによる問題点

「学習の内容段階表」だけで

学習計画は立てられない。

根拠は学習指導要領にある。

「学習の内容段階表」 障害の重い子どもの指導

自立活動

１段階の内容を習得し目標を
達成するための指導

学習上又は生活上の困難を
主体的に改善・克服するため
の指導

自立活動を主とした教育課程
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障害の重い子どもの教科学習

学習指導要領に示される各教科等の目標・内容等

指導内容の選択

指導内容の組織

各教科等を合わせた指導

各教科・領域ごとに評価横断的な指導

何を
どのように
学ぶか

将来の自立と社会参加を見通した指導

学校として
指導するべき内容

を考える視点

個人の課題を
焦点化する視点

相互に関連づける

学習の内容段階表 個別の指導計画

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて

個別の
指導計画

学習の
内容段階表

評価に基づいた授業改善

一人一人の教育的ニーズに応じた
指導・支援の推進

おわりに

One for all, All for one
一人はみんなのために、みんなは一つの目的のために

＝アセスメントをした教員集団

チームで一人の子どもを見る体制作り

アセスメントから始まる

自分の
見方

他の人の
見方

今日よりも明日へ

一人一人が輝き笑顔あふれる子エ

夢に向かって挑戦し続ける子チ

素直に感謝の気持ちを表せる子カ


